
西に都庁を中心とする超高層ビル群、東に歌舞
伎町を起点とする歓楽街、北に高田馬場駅周囲に広
がる日雇労働市場たる寄せ場、そして繁華街や高級
マンション、高級住宅街の横道を抜ければ、市井の
人々が生活を営む庶民の町並。
私たちは、こんな新宿の街を活動の拠点に選び、

都会の茫漠とした流れに押しつぶされても不思議で
はない野宿の人々の支援活動を日々行っている。

「新宿と云えばホームレス、ホームレスと云えば
新宿」なる「迷言」を枕詞にすると区行政の方々は
眉をひそめてしまうのであるが、１９８０年代後半、
都庁が西新宿に移転した頃から、９０年代初頭にか
け、新宿駅と都庁を結ぶ地下通路に出現し始めたダ

ンボールハ
ウ ス 群 は 、
好奇なマス
コミの目を
とらえ、バ
ブル崩壊の
頃と歩調を
合わせ「ホ
ー ム レ ス 」
と云う新語
を生み出し
た事は、幸
か不幸かは
と も か く 、
まぎれもな
い事実であ

った。もちろん新宿区が特段に悪かった訳ではない
事は、その後この現象は２３区全域に波及し、注目
され、東京と云う都市、また今日的に変動する社会
の構造的な問題であると、共通認識された事で既に
決着済みではある。
とは、云いながらも新宿と云う街は、宿場町であ

ったと云う伝統的歴史はもちろんであるが、今日に
おいても、繁華街やビジネスの際限のない膨張によ
る雇用（どのような形態であれ）の受給調整が、交
通網の発達と雑多な人々の大量移動によって成り立
ち続けて来た街であり、その雑多な人々の中には当
然ながら貧しき失業者の群も底流として存在し続け
ている。が、受給のバランスが壊れた時、一定の
人々は今更故郷に戻れる訳もなく、金もなく、安定
して済む居所がなければ「ホームレス」なのである
から必定「ホームレス」に至り、この大都会で次な
る「チャンス」を待ち続ける立場となる。この構造
はどの都会にも当てはまる構造なのであろうが、新
宿と云う街は市場社会が徹底している街であるが故
に、その現象も極端に表現されてしまう。そして、
多くの人々が通り過ぎる街であるからして嫌が応で
も注目され続ける。

しかも、これらは誰かが監視できるものではなく、
「ホームレス」と云う現象を発見し、初めて、一人
の人生の「不幸」を見ると云う段取りを取るため社
会の認識は圧倒的に遅れる。もちろん遅れたからと
云って何もしない訳にもいかず、新宿では２度の大
掛かりな強制排除と短期収容政策をこれまた極端に
行ったが、それでも解決がつかず、傷病者の医療単
給、高齢者や就労不可な傷病者の生活保護適用、稼
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新宿　２００６　またもや冬　　　　　　　　　　　　　
笠井和明

2006年第12回新宿メーデー。今年もやりました。



働年齢層の自立支援事業＝緊急一時保護センターと
自立支援センターの設置、公園を中心とした低家賃
住宅提供事業＝地域生活移行支援事業、巡回相談事
業、拠点相談事業、生活保護世帯の自立支援プログ
ラム導入と自立促進事業など都区行政は２０００年
以降「ホームレス自立支援法」制定の追い風を受け、
より本格的にこれらの施策を実施し続けて来た。概
ねこれらの施策の実験場は新宿、と云うおまけもつ
けて。
これらの施策は良い所も悪い所もあった。私たち

もそれぞれの施策形成や実施過程に深くかかわり、
施策利用者との関係も多く取って来た。そのため
個々の施策の評価を書けばキリがないが、私たちが
常日頃から主張している「雑多な構成のホームレス」
「それぞれのニーズに即した選択肢可能な施策体系
の構築」からすれば着実に前進していると云えるだ
ろう。一部の人々は行政が実施する施策はすべて悪
意ある政策意図があると主張し、三流マスコミよろ
しくささいな点を誇張し、いかにも鬼の首を取った
かの如き宣伝をしたがるが、それぞれの出来事は歴
史的に、そして冷静に判断するのがよほど進歩的態
度である。

２０００年以降、多くの財政と施策を動員し、そ
の実施部隊として経験ある社会福祉法人やNPO法
人の協力を取り付けてもまだ東京の「ホームレス問
題」が、概数的には（可視的にも）暫減してはいる
ものの、「解消」したとは決して云えぬ水準を維持
し、また施策内容上も、第２種宿泊施設を筆頭とし
た「中間施設」への滞留、「中間施設」～「路上」
の循環が構造化し、居宅＝地域社会への復帰があま
り進んでいない点こそ冷静に分析し、次なる展開を
準備していく基本とすべきなのだろう。

話を新宿の地に戻せば、新宿の野宿者居住構成は
おおまかに云って、中央公園などの「公園テント型」、
新宿駅を中心とする「ターミナル駅半定住流動型」、
高田馬場の労働市場に依拠する「寄せ場型」の３つ
のグループに分類される。東京の野宿者居住構成は
これに加えて多摩川、荒川、江戸川等の「河川仮小
屋型」が加わり、おおまか４グループになる。もち
ろんそれぞれ複雑に絡みあってはいるものの、とり
あえず居住地域を起点に便宜的な分類を試みるとこ
うなる。これに職種を重ねれば、これまたおおまか
であるが、「寄せ場型」は建築日雇、「公園テント型」
「河川仮小屋型」は都市雑業（雑誌、空き缶、家電
等）日雇（建築も含めサービス業等の日雇）、「ター
ミナル駅半定住流動型」は無職、建築日雇、都市雑
業の雑多系と云う特徴が浮かび上がる。
新宿では０６年から実施された地域生活移行支援

事業により中央公園、戸山公園の「公園テント型」
「寄せ場型の中の公園テント層」に加え「ターミナ
ル駅半定住流動型の一部」（計４２１名）が事業に
参画し、新宿における野宿者居住構成上に大きな変
化を与えた。中央公園で夜間寝ている者は冬場とな
れば「公園テント型」を含め５０名を切り、新宿駅
西口地下を中心とする「ターミナル駅半定住流動型」
は２５０名から３５０名の間を行き来し、高田馬場
周辺の「寄せ場型」は戸山公園の「公園テント層」
を含め９０名から１２０名前後となっている（最新
パトロールデーターより）。もちろんこれらの数は
昼間見られるものではなく、午後９時以降から早朝
４時前後までに「花開く」数である。
新宿と云えば、この十数年来、西口地下のダンボ

ール村や中央公園のテント村が主に注目され続けて
来たが、数々の施策により今日の新宿はより新宿ら
しく、「ターミナル駅半定住流動型」中心の、雑多
なニーズが絡み合う貧民の街に変化しつつある。そ
のため新宿区は今年度から巡回相談事業に加え、拠
点相談事業を開始したが、残念ながら巡回相談は昼
間、拠点相談所は駅の中ではなく福祉事務所の中と、
新宿の野宿者の現状にピタッと対応した体制ではな
い。
「ターミナル駅半定住流動型」の野宿者は多様性

の極まりのような人々の層である。ある特長点だけ
を取り上げて一つの形の施策を作り出すのは極めて
困難である。応急援護も必要、厳冬期宿泊も必要、
自立支援策も必要、生活保護施策も必要、地域生活
移行支援事業も必要と、これまでの施策をとにかく
まとめて勝負しなければとうてい太刀打ち出来るも
のではない。その意味で、ここに初めて総合的な施
策と云うものが試されるとも云える。
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2006年第13回新宿夏まつり炊き出し風景。中央公園にて
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私たちは、そのために拠点相談所を駅周辺近くに
設置し、夜間巡回を強化し、また、緊急の受け皿と
して夜間でも入所可能な「シェルター」をこれまた
駅周辺に設置する事を提案している。これまで自立
支援事業で対応可能と考えられ、「公園テント型」
に比較すると軽視されがちであった「ターミナル駅
半定住流動型」をもう一度クローズアップさせる事
が、地域生活移行支援事業の次なる施策として重要
ではないかと考えるからである。これまで私たちが
各所で警告してきた通り「ターミナル駅半定住流動
型」は「公園テント型」の予備軍（この言葉が適切
でなければ自然的発展の根拠）である。私たちの経
験則で云うならば、「ターミナル駅半定住流動型」
を対象とした施策の本格導入の時間が空けば空くほ
ど、再び「公園テント型」に施策の重心を置かなく
てはならなくなるだろう。そうなれば、まさにイタ
チごっこの絵にしかならない。
「ホームレス化」を監視できない以上、新宿に流

れ着き野宿を余儀なくされた人々を早期に「発見」
し、相談体制に入り、ニーズを聞き取り、社会資源
を提供し、専門的な支援を実施し、地域社会に戻れ
る階段を共に作り、共に登っていく事が、この問題
に残された最後のハードルであると、私たちは考え
るのである。
あえて云うならば、これまでは「テント生活」に

「なっちゃった」人々に対する「後手
．．
」の施策が重

点であった。もちろん、これも断続的に続けていく
必要があるだろう。その一方で施策は更なる先を見
渡さなければならない。「公園テント型」を対象に
した一連の施策が終ったからと云って、そこで安穏
としてはならない。次はこれまで述べて来た「ター
ミナル駅半定住流動型」の人々を対象とした施策の
深化が問われるし、また、山谷対策があるからと放
置してきた「寄せ場型」の人々の更なる前向きな施
策であり、国管轄だからと無策なままの「河川仮小
屋型」の人々をいかに施策に乗せていけるかの具体
策である。そして、施策の実験場たる新宿では幸い
にして３つのタイプの人々が、それぞれのニーズに
即した施策を首を長くして待っている。情報網は既
に確立しているし、行政施策に対するおかしな反発
や依存心は他所と比べれば少ない。後はどう動いた
ら良いのかを指示するだけである。

他方で「ホームレス施策」の一方の柱でもある生
活保護行政も大きな曲がり角に来ている。自立支援
プログラムの導入までは評価する声が多かったが、
今後保護費削減や法改正にまで踏み込むとなるとま
すます抵抗が強くなる事だろう。私たちは、「ホー

ムレス問題」をこの十数年見事に「解決」出来なか
った行政府が財源的な理由だけで生活保護のあり方
を云々する姿を本末転倒な姿として見る。せめてこ
の貧困問題の最たる問題を「解決」できなくとも
「解消」できると云う具体策を国が提示し、この国
の社会保障制度は、首相が言うよう「再チャレンジ
可能な社会」である事を現実として示した上での議
論なら、おそらく意味はあるのであろうが。
また、「ホームレス自立支援法」の見直し議論が

０７年初頭の全国調査から開始されるが、残り５年
の目標設定は国としていかなるものにしていくの
か？施策内容的にも「箱物」施策を重点に据えた基
本方針から、いかに地域社会復帰＝居宅推進の流れ
に変えさせて行くのか？ここは大きなターニングポ
イントになろう。

新宿の地の「ホームレス問題」の「解決」は都区
行政にとどまらず国の施策も含めた流れの中でおそ
らく決着して行く。これはまた大きな問題なので私
たちに関われる部分と関われない部分があるだろう
が、私たちはただ新宿の地を愛し、この地に責任を
持ち、この地に彷徨って来たおっちゃんやおばちゃ
ん達を他所に放り出すのではなく、この地から再び
羽搏ける「チャンス」を紡ぎだして行くだけの団体
である。

冬は厳しいなんてのは、もはや言い尽くした感が
ある。しかし、また言わなければならない。
「官民あわせてこれだけ努力をしてきましたが、

残念ながらまだまだ努力不足で、多くの仲間を冬の
東京に放置したままの状態です。貧しくともせめて
屋根ある普通の生活に戻れるよう私たちは日々努力
を続けますので、様々な支援をどうか今年の冬も宜
しくお願いします」 と。

了

2006年4月「花見の会」中央公園にて200名も参加
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２００６　夏　東京の概数調査　　　　　　　　　　　　　
笠井和明

１０月４日、東京都福祉保健局は本年８月の「路
上生活者概数調査の結果」を発表した。それによれ
ば２３区（国管理河川部を除く）の路上生活者は３
６７０名で前年同期より約６００名減少したとされ
ている。但し、国管理河川部を含めると２３区で４
５２７名、更に市町村部を含めると、東京都全体で
５０１３名と云うものである。
この概数調査は１９９４年から毎年２月期と８月

期に同一方法で実施されている東京都唯一の路上生
活者数を計る数値であり、民間団体と云えども広い
東京の隅から隅まで容易に調査できない事から、私
たちも常に東京の路上生活者数の基準にしてきた調
査である。
ちなみに東京都は当初、国管理河川部の調査をし

ていなかったため、それを中途から参入してしまう
と統計上おかしな事になるので、「国管理河川部を
除く２３区」と云うおかしな区域が一つのスタンダ
ードとして残ってしまっている。まあ、つまりは、
当初は大した調査とは考えずにやっていたのだが、
ホームレス問題がこれほどまで社会問題化したた
め、途中から本腰を入れねばならなくなったと云う
事である。この調査の調査方法についての論評はか
つて散々やったので、ここではしないが、私たちの
が議論を重ねた一定の結論は「年度間の概数の傾向
はこの調査、とりわけ８月調査からは浮かびあがる」
「しかし、夜間流動層が調査からすっぽり抜けてい
るため、実数は約２割増と考えるのが妥当である」
であった。
私たちの経験則に基づく試論を前提とすれば、東

京都全体で、本年８月の実数は５０１３名（都調
査）＋１００２名（連絡会推論値+２０％）＝６０
１５名、東京の路上生活者数は約６千名と推論でき
る。
我が新宿区はどうなっているかと云えば、新宿区

内には国管理河川部がないため、こちらは割とすっ
きりとしているが、昨年同調査では４６３名が、本
年調査では３７２名と約２４％減になり、０４年都
調査で１１０２名と云う驚異的な数値を出した頃と
比較すればなんと約６６％の減となっている。
他方私たちのパトロール調査ではどうなっている

かと云えば、本年８月は平均値４９６名と、都調査
の３７２名とは１００名以上の誤差が生じている。
これは新宿の地が「ターミナル駅半定住流動型」の

路上生活者が主流を占めるようになった関係
で昼間の都調査では、以前より尚見えにくく
なっているからで、この程度は想定内の誤差
である。
いずれにせよ、新宿の地も、また他の地域

でも、９８年頃から急増し、高水準のまま推
移していた、これまでの「最悪の事態」は０
４年をピークにようやく減少に転じた。つま
りある種の「危機」を脱却したと云えるであ
ろう。

しかし、新宿もまた他の地域も９７年頃の
水準に戻っただけとも言える。

18年8月路上生活者地域別概数 （ ）は前年数

千代田区 130（116）渋谷区 343（615）
中央区 164（209）中野区 50  （51）
港区 116（142）杉並区 49  （42）
新宿区 372（463）豊島区 133（211）
文京区 76  （73）北区 83  （94）
台東区 649（686）荒川区 27  （34）
墨田区 638（605）板橋区 104（104）
江東区 204（200）練馬区 24  （42）
品川区 65  （48）足立区 44  （52）
目黒区 25  （27）葛飾区 65  （79）
大田区 103（157）江戸川区 139（143）
世田谷区 67  （70）合計 3670（4263）
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９７年と云う年は「酒鬼薔薇事件」や「ダイアナ
事故」があった年であるが、新宿では西口地下イン
フォメ前のダンボールハウス村が注目されていた頃
で、施策と云えば高齢者、傷病者の生活保護適用と
越冬対策ぐらいしかなかった。今思えば実に貧相な
時代であった。東京都がかつての強制排除施策を非
公式に誤りと認め、公式に連絡会を交渉団体と認め
たのもこの年で、これから自立支援事業が本格的に
開始されると云う私たちにとって記念すべき年であ
った。ある意味、その矢先に大不況の洗礼を受け、
路上生活者が続々と増え続けると云う事態になり、
その後の交渉過程で出来上がった施策体系も、路上

生活者数をこれ以上増やさないと云う防波堤の役割
に留まってしまった。
そう書くと消極的なものしか見えて来ないが、他

方で、この数年来のよう財政と施策をとにかく集中
投与さえすれば、路上生活者数は増えないし、減ら
す事が出来ると云うのが、この間の積極的な評価で
ある。つまり、継続した「屋根と仕事」につながる
施策を打ち続ける事、この事の中にしかこの問題の
解決の糸口はないのである。これだけの事態を経験
し、尚、今後、自然に減る事を夢想するのは、まさ
にご都合主義である。あの時、やれなかった事を、
今こそ腰を据えて行うべきなのである。

２年後の地域生活移行支援事業と今年の地域生活移行支援事業
新宿連絡会　やねの会

本年８月から来年２月にかけ、新宿中央公園、戸
山公園から地域生活移行支援事業を利用した仲間の
アパート契約が２年の満期を終え、終了となる。こ
の２年間の中で亡くなったり、失踪をしたりと云う
仲間が他の事業と同じく発生したものの、定着率は
極めて高く、新宿２公園の場合約９４％もの仲間が
２年間の地域生活移行の第一ステップを終える予定
である。
この事業開始時に一部で主張された「何をしたっ

てすぐに路上に戻って来る」「路上生活者はアパー
ト生活に馴染まない」なる批判はまったく的外れな
批判であった事が、この２年間それぞれの仲間の踏
ん張りの中で証明された事はとても大きな事であ
る。散々書いて来たが、これまで施設収容と、そこ
での一定の観察と承認がアパート生活に移行する前
提とされて来た東京の路上生活者対策の根幹を揺る
がす事態であり、今後の施策形成に華麗なる一石を
投じたと評価できるだろう。
この間の一部マスコミの報道や行政内部では、約

１０％とされる自立率の低さが取り沙汰されている
が、たとえば同じく低家賃住宅施策である都営住宅
の居住住民の平均居住年数がどうであるかとか回転
率はどうであるかとかの検証もされず、すべからく
２年で自立すべしとする議論はまっとうな議論とは
思えない。新宿２公園では約４３％の者が一年間の
再契約を結び、約４４％の者が生活保護に移行した
が、この数字は決して驚くべき数字とは思えず、ご
くごく自然の数字と云えよう。
もちろん幸せになる権利は皆持っており、が故に

個々においては涙ぐましい努力はしているものの、
おおかたの仲間は貧乏のままである。仕事をしてい

る者はもちろん様々な仕事をしているが、５０～６
０代の仲間が月に２０数万円稼げるなんて事はごく
一部を除いて有り得べく時代でなく、パート仕事や
日雇仕事をしながら、かつがつに暮らしていると云
うのが、この事業の利用者の一般的な姿である。そ
れでも自分の「城」があるから、働ける、頑張れる、
これがこの事業であり、法外な賃金を貰っているマ
スコミ人や高級取りの役人にはなかなか分からぬ世
界なのであろう。家賃が払えぬ程貧しければ生活保
護を取る、家賃が払える限りは貧しくとも自力で頑
張る。これ当り前だと思うのだけれども。
この事業の意義を分からぬ輩は「事業は違法だ」

と裁判まで始めてしまったようであるが、見事に敗
訴。そんな余裕と金があるなら生活苦に悩む仲間の
支援に力を注いだ方がよほど健全である。
様々な敵意ある人々にモミクチャにされたこの事

業は、本年から新たな装い（当然内容的に厳しくさ
れ）で、宮下公園、紅葉山公園、竪川公園、隅田川
両岸を中心に実施されている。新宿はエントリーを
したまでは良いが「一度実施したじゃない」の声に
押されて残念ながら落選。敗者復活を現在狙ってい
る所。今年度は４００戸の予定で、来年度も継続さ
れる事は確認されているものの、事業そのものは０
７年度で終了との都区合意が取り付けられている。
０８年以降、どのように他施策に編入されバージョ
ンアップされるのかは今の所不明。
しかし、路上生活者が今すぐにでもアパート生活

が可能であると証明した力は、必ずや今後の施策に
生かされて行くだろうし、私たちは生かしていかね
ばならない。なんともお粗末な議論であるが残念な
がらこれが東京の路上生活者対策の水準なのである。
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柳沢厚生労働大臣新宿福祉事務所を視察

１１月２０日、国会開会中にも関わらず柳沢厚生労働大臣が新宿福祉事務
所に来所し、中山区長、井下生活福祉課長らとおよそ３０分ばかり新宿区の
福祉現状の説明を受け、その後、ホームレス拠点相談事業「とまりぎ」、福祉
事務所内部を視察しました。
新宿福祉事務所始まって以来（?）の大臣直々の視察に「とまりぎ」に相談

に来た仲間達は狐につままれたような顔をしておりましたが、そこは大臣、
にこにこと挨拶。無事に４０分程の視察を終え、国会へとお戻りになりました。
「ホームレス自立支援法」は５年後の見直し論議が来年初頭の全国実態調

査からスタート、他方、三位一体改革問題で棚上げになったままの生活保護
見直し議論が社会保障審議会などで審議中と云った情勢下、現場をかいま見
た大臣は何を思ったか？建設的な議論と実効性ある施策に反映されるよう願
うばかりです。

本の紹介　生活保護自立支援プログラムの活用

新宿福祉と云えば、そこそこ頑張っています。この書では新宿区がＮＰ
Ｏに委託し実施している「被保護者自立促進事業」の実例が担当係長の田
中義一さんから紹介されています。他にも日本全国の福祉事務所で新たに
始まった自立支援プログラムの活用法が事細かに紹介されています。私た
ちが安易に使う「自立」と云う言葉の意味を深く考えさせられる書です。
私たちが福祉行動などをすると、おうおうにして「入り口」の部分しか

見ず、生活保護申請が受理されてしまうと、それで「終り」「安心」のよう
に勘違いしてしまいがちです。しかし、その後、現場のワーカーさん達の
「自立の助長」に向けての奮闘が始まります。私たちが「それが仕事やろ」
と突き放していれば悪くなることはあっても良くなることはありません。
いつの間にやら福祉を取った筈のおっちゃんが再路上化なんて事はよく見
かけるケースです。福祉を取った仲間をどうやって支えるのかの視点にお
悩みの方は、この書を読むべし。

パンフの紹介　新宿連絡会医療班報告集

福祉と云えば医療からの視点も欠かせられません。新宿連絡会の日
常活動たる炊き出し、パトロール、医療相談、福祉行動、自立支援は
それぞれの独自の役割を持ちながら、大きな縦の線として関連して行
く活動です。その大きな柱を担っているのが連絡会医療班であり、今
回、その医療班が記念の10年史（？）を自家出版しました。一見、力
技しか持たないと思われている連絡会、しかし、日常的には微に入り
細に入る活動を実にこつこつと実施していたことが、このパンフでは
手にいるように分かります。「これやった」「あれやった」と誇大広告
をしない連絡会の真の（裏の?）活動を知りたい方は是非お手にどうぞ。
これからボランティア活動をしたい、とりわけ医療従事者は必読です。
書店には売っていないので、連絡会のダイレクト販売のみとなって

います。部数も少ないため早めにshinjuku@tokyohomeless.comまで
メールかFAX03-3373-9878に部数と送付先を記して注文して下さい。

利用しやすく自立しやすい
生活保護自立支援

プログラムの活用
布川日佐史　編著　
山吹書店　2500円

新宿連絡会医療班報告集
1996年度～2005年度
新宿連絡会医療班　1000円
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収入）

炊 出 部 門 寄 付
越 冬 部 門 寄 付
通 信 部 門 寄 付
そ の 他 寄 付
医 療 活 動 寄 付
借 入 金

支出）

炊 出 し 事 業 費
医 療 発 動 費
パ ト ロ ー ル 事 業 費
そ の 他 の 活 動 費
自 立 支 援 事 業 費
教 宣 活 動 事 業 費
事 務 費
文 化 娯 楽 事 業 費
池 袋 関 連 事 業 費
雑 費
返 済 金

99,047
28,815
9,500

397,413
2,000

868,493

419,514
1,029
3,420
32,560
152,615
238,347
52,593
303,978
56,000
4,150

141,062

合計） 1,405,268 合計） 1,405,268

新宿連絡会
2006年2月～11月会計報告

連絡会活動への物品カ
ンパ、現金カンパあり
がとうございました。

シャワーサービス事業は大好評

医療班と云えば、昨年から始めた週２回のシャワーサービス事業が仲間に大好評を頂いております。協
力団体のＮＰＯ新宿の高田馬場事務所を借り、火曜、木曜の午後、シャワーサービスと衣類や乾パンなど
応急物品提供をしています。通院前は新宿福祉事務所、その他の仲間は新宿福祉事務所に併設されている
拠点相談所「とまりぎ」で役所系のシャワーは利用できますが、何せ場所が歌舞伎町の裏。高田馬場周辺
の仲間は行って帰ってくるだけでも大変です。高田馬場でのシャワーサービスは戸山公園周辺の仲間やお
隣豊島区の仲間など、近隣に起居する仲間が、多い時は一日２０名前後利用します。医療班の看護婦さん
も来ていますので、簡単な医療に関する相談はお手のもの、ここからも新宿福祉事務所に多くの仲間がつ
ながっています。また、ビックイシューの東京事務所が近い事もあり、ビックイシューの販売員の募集広
告や、自立支援センター等の施策の紹介などもこちらでしています。また、お隣がＮＰＯ新宿が運営する
無料職業紹介所なので、そちらにつなげている仲間もいます。
火曜、木曜と平日の午後ですが、こちらのボランティアも募集しております。宜しかったらお気軽にお

越し下さい。

長野の就農支援も継続しております。

ボランティアされるだけではありません。長野県千曲
市の「大わらじ委員会」との交流や農業研修は、今年も
計５回の泊まり込み企画で実施しました。今年で４年目
となるこのプロジェクト。わらじ作りの大先生、宮本暢
さんのりんご畑で春先の摘花作業から11月の収穫まで
今年もなんとかお手伝いが出来ました。一年通し皆で手
伝い収穫するりんごの味は格別でした。こうやって物の
「ありがたみ」を仲間達は実感しております。５月には、
「大わらじ委員会」が制作した特大わらじの「善光寺奉
納祭」に同席する事が出来、地方の方々の「村おこし」
のエネルギーを頂いてまいりました。長野県千曲市の皆
さん、ありがとうございました！

新宿越年越冬事業のため、引き続き現金カンパ、物品カンパを宜しくお願い致し
ます。新宿連絡会は皆様方からの寄付を一円たりとも無駄なく仲間のために使い
切ります。越冬カンパはhttp://www.gambanpo.net/からも可能です。
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●越冬カンパ 振込は、 郵便振替口座00170-1-723682「新宿連絡会」まで。
オンラインカンパは、http://www.gambanpo.net/「ガンバNPO」(登録NPOを探すをクリックし新宿連絡会を見つけ、
そこから寄付ご協力のお願いに入って下さい。）からだとジャパンネット銀行、クレジットカードで寄付が可能です。

●郵便物及びカンパ物品送付先が変更になりましたのでご注意を！●
★郵便物及び毛布、ホカロン、医薬品、米など衣類以外のカンパ物品は
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場2-6-10関ビル106号NPO新宿気付　新宿連絡会　宛て

（平日9時～5時で受取が可能です）でお願いします。
★衣類のみのカンパは
〒160-0022 東京都新宿区新宿5-18-21「とまりぎ」気付　新宿連絡会　宛て

（平日9時～5時で受取が可能です）でお願いします。

越冬闘争資金カンパ
毛布、冬物衣類（男物）
ホカロン、医薬品

募 集 中 !!

冬22000066

第13次新宿越年越冬
2 0 0 6 年 1 ２ 月 ２ 9 日 （ 金 ） ～ 2 0 0 7 年 １ 月 4 日 （ 木 ）

＜ところ＞ 新宿中央公園

～～22000077

第7次池袋越年越冬
2 0 0 6 年 1 ２ 月 ２ 9 日 ( 金 ) ～ 2 0 0 7 年 １ 月 4 日 ( 木 )

＜ところ＞ 池袋南公園

炊き出し準備　連日11時集合。炊き出し連日午後６時配食準備、午後７時配食。
医療テント24時間体制。連日夜間パトロール、深夜、昼間も有り。夜は頑張れ越
冬コンサート、新春映画祭など。31日は年末大イベント、3日は新春餅つき大会
など仲間を励ます企画が今年も盛りだくさん。都合の時間に是非中央公園に！

炊き出し準備　連日11時集合。炊き出し
連日午後６時配食。連日夜間パトロール
午後９時出発！

主催・新宿連絡会
090-3818-3450池袋越年の問い合わせは090-6040-1543池袋連絡会太田まで




